
エ
コ
シ
ッ
プ
・
エ
コ
カ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
菱
重
工
業
が
米
Ａ
Ｄ
Ｍ
向
け
に
建
造
す
る
新
型
バ
ル
ク
キ
ャ
リ
ア

「
エ
コ
シ
ッ
プ
」
開
発
本
格
化

　
日
本
の
造
船
業
界
で
「
エ
コ
シ
ッ
プ
」
の
開
発
が
本
格
化
し
て
い
る
。
環
境
意
識
の
高
ま
り
を
背
景
に
国
際
的
な

環
境
規
制
が
よ
り
一
層
厳
格
化
し
て
お
り
、
各
社
の
研
究
開
発
を
後
押
し
し
て
い
る
。
新
造
船
の
建
造
量
で
は
韓
国

や
中
国
に
圧
倒
さ
れ
、
日
本
は
受
注
競
争
で
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
高
付
加
価
値
の
エ
コ
シ
ッ
プ
を

世
界
に
先
駆
け
投
入
す
る
こ
と
で
厳
し
い
競
争
下
で
存
在
感
を
発
揮
す
る
構
え
だ
。

高
付
加
価
値
船
で
差
別
化

川
崎
重
工
業
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
コ
ン
テ
ナ
船

ト
ヨ
タ
自
動
車
の
プ
リ
ウ
ス
Ｐ
Ｈ
Ｖ

ＥＶ・ＰＨＶ、各社投入
　
２
０
１
２
年
は
自
動
車
大
手
が
電
気
自
動
車

Ｅ

Ｖ

と
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｐ
Ｈ
Ｖ

を

相
次
ぎ
投
入
す
る
「
次
世
代
エ
コ
カ
ー
元
年
」
だ
。
次

世
代
エ
コ
カ
ー
で
は
Ｐ
Ｈ
Ｖ
を
本
命
と
す
る
ト
ヨ
タ
自

動
車
と
ホ
ン
ダ
に
対
し
、
日
産
自
動
車
は
Ｅ
Ｖ
の
普
及

拡
大
に
自
信
を
み
せ
る
。
世
界
各
国
で
環
境
規
制
が
強

化
さ
れ
る
中
、
成
長
戦
略
の
カ
ギ
を
握
る
次
世
代
エ
コ

カ
ー
で
各
社
は
火
花
を
散
ら
す
。

成
長
戦
略
の
カ
ギ
握
る

普
及
の
課
題
は
電
池
・
充
電
施
設

日
産
自
動
車
の
リ
ー
フ

　　 ２０１２年 平成２４年 ２月２９日 水曜日 （第２部） 　　 （ ）

三
菱
自
動
車
が

年
に
発
売

す
る
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
試
作
車

▲

　
造
船
各
社
が
エ
コ
シ
ッ
プ

に
傾
注
す
る
の
も
造
船
業
界

を
取
り
巻
く
厳
し
い
経
営
環

境
が
あ
る
。
新
造
船
の
受
注

で
は
規
模
と
コ
ス
ト
競
争
力

で
勝
る
韓
国
、
中
国
に
引
き

離
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状

だ
。
世
界
主
要
造
船
国
別
受

注
量
で
は

年
１
―
６
月
受

注
量

総

数

の
う
ち
、

韓
国
の
１
８
０
５
万
総

、

中
国
の
７
１
４
万
総

、
日

本
の
３
８
５
万
総

と
続

く
。
世
界
シ
ェ
ア
で
日
本
は

・
１
％
に
と
ど
ま
り
、
韓

国
の

・
４
％
に
５
倍
弱
の

差
を
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

年
以
前
は
世
界
首
位
に
あ
っ

た
日
本
は
シ
ェ
ア
を
じ
り
じ

り
と
落
と
し
て
い
る
。

　
そ
れ
に
円
高
が
追
い
打
ち

を
掛
け
、
足
元
の
新
造
船
の

受
注
は
振
る
わ
な
い
。
日
本

船
舶
輸
出
組
合

Ｊ
Ｓ
Ｅ

Ａ

が
ま
と
め
た

年
の
輸

出
船
契
約
実
績
は
、
前
年
比

・
６
％
減
の
８
９
６
万
４

７
６
２
総

で
２
年
ぶ
り
に

１
０
０
０
万
総

も
割
り
込

ん
だ
。
受
注
水
準
は
高
水
準

だ
っ
た

年
秋
の
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
３
割
強
に

と
ど
ま
る
。
新
規
受
注
が
低

調
で
手
持
ち
の
受
注
残
も
減

少
し
て
い
る
。

年

月
末

の
輸
出
船
手
持
ち
工
事
量
は

３
７
８
５
万
総

で
、
１
年

前
と
比
べ
て
約
１
０
０
０
万

総

が
目
減
り
し
た
。
業
界

の
受
注
残
は
約
２
年
分
あ
る

と
言
わ
れ
る
が
、
造
船
所
に

よ
っ
て
は

年
度
で
受
注
残

が
途
切
れ
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
今
後
の
新
規
案
件
は
採

算
性
の
悪
化
が
免
れ
ず
、
受

注
量
と
採
算
性
の
両
面
を
確

保
す
る
難
し
い
課
題
に
直
面

し
て
い
る
。

　
そ
の
中
で
環
境
規
制
が
厳

格
化
さ
れ
て
い
る
。
国
際
的

な
船
舶
の
環
境
規
制
は
国
際

海
事
機
関

Ｉ
Ｍ
Ｏ

が
決

め
て
お
り
、

年
７
月
に
は

国
際
海
運
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

排
出
規
制
「
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ

エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率
設
計
指

標

」
が
採
択
さ
れ
た
。

年
以
降
に
建
造
契
約
す
る
新

造
船
に
つ
い
て
排
出
量
規
制

が
段
階
的
に
強
化
さ
れ
る
。

フ
ェ
ー
ズ
３
で
あ
る

年
以

降
は
平
均
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
比

で

％
以
上
の
効
率
改
善
が

必
要
に
な
る
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｘ
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
の
排
出

量
規
制
も
強
化
さ
れ
て
お

り
、

年
か
ら
の
Ｎ
Ｏ
Ｘ
３

次
規
制
で
は
現
行
の
１
次
規

制
比
で

％
削
減
が
求
め
ら

れ
る
方
針
。
船
舶
の
船
底
に

積
む
重
し
と
し
て
用
い
ら

れ
る
バ
ラ
ス
ト
水
処
理
装
置

の
設
置
義
務
づ
け
も
間
近
に

迫
っ
て
い
る
。

　
日
本
の
造
船
各
社
は
環
境

性
能
の
高
い
高
付
加
価
値
船

で
環
境
規
制
に
い
ち
早
く
対

応
し
、
差
別
化
を
図
る
狙
い

だ
。
量
で
は
韓
国
・
中
国
に

後
れ
を
取
る
が
、
技
術
力
で

は
日
本
に
優
位
性
が
あ
る
。

環
境
規
制
が
厳
し
く
な
る
ほ

ど
技
術
力
の
差
は
鮮
明
と
な

り
、
規
模
や
コ
ス
ト
で
な
い

強
み
を
打
ち
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

　
さ
ら
に
世
界
的
に
技
術
水

準
が
高
ま
れ
ば
、
既
存
船
が

陳
腐
化
し
ス
ク
ラ
ッ
プ
も
進

展
。
需
給
バ
ラ
ン
ス
や
船
価

の
改
善
に
つ
な
が
る
可
能
性

も
あ
る
。
量
か
ら
質
の
転
換

に
向
け
、
エ
コ
シ
ッ
プ
競
争

は
白
熱
し
て
い
る
。

　
「
フ
ァ
ー
ス
ト
カ
ー
と
し

て
最
も
適
し
た
電
動
車
両
は

Ｐ
Ｈ
Ｖ
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

Ｈ
Ｖ

に
次
ぐ
次
世
代
環

境
車
の
柱
に
す
る
」
。
内
山

田
竹
志
ト
ヨ
タ
副
社
長
は

「
プ
リ
ウ
ス
Ｐ
Ｈ
Ｖ
」
の
発

表
会
で
こ
う
宣
言
し
た
。

　
ト
ヨ
タ
が
Ｐ
Ｈ
Ｖ
を
重
視

す
る
の
は
「
顧
客
が
走
行
距

離
の
制
約
を
意
識
せ
ず
、
安

心
し
て
乗
れ
る
」

内
山
田

副
社
長

点
だ
。
競
合
に
先

駆
け
て
１
月

日
に
市
販
し

た
プ
リ
ウ
ス
Ｐ
Ｈ
Ｖ
は
、
フ

ル
充
電
か
ら

・
４

を

Ｅ
Ｖ
走
行
で
き
、
充
電
を
使

い
切
っ
て
も
プ
リ
ウ
ス
以
上

の
実
燃
費
で
Ｈ
Ｖ
と
し
て
走

れ
る
。
「
Ｈ
Ｖ
と
Ｅ
Ｖ
の
長

所
を
併
せ
持
っ
た
エ
コ
カ

ー
」

田
中
義
和
チ
ー
フ
エ

ン
ジ
ニ
ア

だ
。

　
Ｅ
Ｖ
は
現
時
点
で
は
電
池

容
量
に
制
限
が
あ
り
、
一
般

的
な
航
続
距
離
は
２
０
０

弱
。
し
か
も
充
電
装
置
は

ま
だ
十
分
に
普
及
し
て
い
な

い
。
家
庭
用
電
源
と
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
を
と
も
に
生
か

せ
る
Ｐ
Ｈ
Ｖ
が
当
面
は
主
流

で
あ
る
と
い
う
の
が
ト
ヨ
タ

の
見
方
だ
。

　
プ
リ
ウ
ス
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
１
月

下
旬
ま
で
の
予
約
は
３
０
０

０
台
。
Ｊ
Ｃ

モ
ー
ド
の
Ｐ

Ｈ
Ｖ
燃
費
は
ガ
ソ
リ
ン
１

当
た
り

と
い
う
実
用

性
の
高
さ
な
ど
が
評
価
さ
れ

て
ま
ず
ま
ず
の
滑
り
出
し
と

な
っ
た
。
３
月
末
ま
で
に
全

国
１
５
０
０
の
販
売
店
に
充

電
設
備
を
設
置
し
て
無
料
充

電
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
な

ど
、
普
及
の
足
場
固
め
を
着

実
に
進
め
て
い
る
。

　
「
現
実
的
に
は
Ｈ
Ｖ
だ
が

Ｐ
Ｈ
Ｖ
も
強
力
に
進
め
て
い

き
た
い
」
と
エ
コ
カ
ー
戦
略

の
方
向
性
を
示
す
の
は
、
伊

東
孝
紳
ホ
ン
ダ
社
長
。
同
社

初
と
な
る
Ｐ
Ｈ
Ｖ
を
中
型
車

「
ア
コ
ー
ド
」
に
設
定
し
て

年
中
に
発
売
す
る
。

　
ホ
ン
ダ
は
ト
ヨ
タ
同
様
に

Ｈ
Ｖ
を
エ
コ
カ
ー
の
主
力
と

し
て
い
る
。
小
型
車
「
フ
ィ

ッ
ト
」
な
ど
５
車
種
で
Ｈ
Ｖ

を
展
開
す
る
が
、
現
在
の
Ｈ

Ｖ
シ
ス
テ
ム
は
一
つ
の
モ
ー

タ
ー
と
エ
ン
ジ
ン
を
組
み
合

わ
せ
る
機
構
。
低
価
格
だ
が

出
力
が
小
さ
く
、
小
型
車
に

搭
載
が
限
ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
た
め
、
ホ
ン
ダ
は
二

つ
の
モ
ー
タ
ー
と
エ
ン
ジ
ン

と
を
組
み
合
わ
せ
て
出
力
を

上
げ
る
新
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
た
。
ま
ず
Ｐ
Ｈ
Ｖ
に
搭
載

す
る
が
、
中
型
セ
ダ
ン
や
ミ

ニ
バ
ン
、
ス
ポ
ー
ツ
多
目
的

車

Ｓ
Ｕ
Ｖ

に
も
利
用
で

き
る
。
小
型
車
か
ら
大
型
車

ま
で
Ｈ
Ｖ
を
設
定
で
き
る
体

制
を
整
え
、
Ｈ
Ｖ
競
争
で
水

を
開
け
ら
れ
た
ト
ヨ
タ
を
追

撃
す
る
。

　
「
車
業
界
の
Ｅ
Ｖ
の
リ
ー

ダ
ー
は
日
産
だ
」
と
宣
言
す

る
の
は
、
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー

ン
日
産
社
長
。
日
産
は
こ
れ

ま
で
日
米
で
Ｅ
Ｖ
「
リ
ー

フ
」
を
２
万
台
発
売
し
た
。

Ｈ
Ｖ
で
ト
ヨ
タ
に
出
遅
れ
た

日
産
だ
が
、
次
世
代
エ
コ
カ

ー
の
本
命
と
す
る
Ｅ
Ｖ
で
は

世
界
の
先
頭
に
立
つ
。

　
リ
ー
フ
の
生
産
は
現
在
は

国
内
だ
け
。
し
か
し

年
後

半
に
は
米
国
、

年
初
頭
に

は
英
国
で
生
産
を
始
め
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
生
産
能
力

は
年
間
約

万
台
。
車
種
も

商
用
車
や
ス
ポ
ー
ツ
車
に
拡

大
す
る
予
定
だ
。

　
今
後
は
現
在
の
１
車
種
か

ら
３
車
種
追
加
し
て
計
４
車

種
、
仏
ル
ノ
ー
で
も
４
車
種

発
売
す
る
予
定
。

年
度
ま

で
に
日
産
・
ル
ノ
ー
連
合
で

累
計
１
５
０
万
台
の
販
売
を

目
指
す
。
ゴ
ー
ン
社
長
は

「

年
に
は
世
界
の
車
販
売

の
１
割
が
Ｅ
Ｖ
に
な
る
」
と

強
気
だ
。

　
三
菱
自
動
車
は

年

月

に
軽
商
用
車
の
Ｅ
Ｖ
「
ミ
ニ

キ
ャ
ブ
・
ミ
ー
ブ
」
を
発
売

し
た
。

年
に
発
売
し
た

「
ア
イ
ミ
ー
ブ
」
に
続
く
第

二
弾
。
販
売
量
を
確
保
す
る

た
め
日
産
と
ス
ズ
キ
に
も
Ｏ

Ｅ
Ｍ

相
手
先
ブ
ラ
ン
ド

供
給
し
、
充
電
設
備
の
整
備

で
も
両
社
と
協
力
す
る
。

　
一
方
、
日
産
と
三
菱
自

は
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
の
投
入
計
画
も

進
め
て
い
る
。
日
産
は
「
フ

ー
ガ
Ｈ
Ｖ
」
に
搭
載
す
る
１

モ
ー
タ
ー
２
ク
ラ
ッ
チ
方
式

の
Ｈ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー
ス

に
し
た
Ｐ
Ｈ
Ｖ
を

年
に
市

場
投
入
す
る
計
画
。
三
菱
自

は

年
中
に
Ｅ
Ｖ
派
生
型
の

Ｐ
Ｈ
Ｖ
を
Ｓ
Ｕ
Ｖ
「
ア
ウ
ト

ラ
ン
ダ
ー
」
に
設
定
し
て
発

売
す
る
。

　
エ
コ
シ
ッ
プ
は
環
境
負
荷

の
低
減
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性

能
に
優
れ
た
船
舶
。
地
球
温

暖
化
の
原
因
と
さ
れ
る
二
酸

化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

を
は
じ

め
、
窒
素
酸
化
物

Ｎ
Ｏ

Ｘ

、
硫
黄
酸
化
物

Ｓ
Ｏ

Ｘ

な
ど
の
大
気
汚
染
物
質

の
排
出
が
少
な
い
の
が
特
徴

だ
。
既
存
の
エ
ン
ジ
ン
に
加

え
、
電
動
モ
ー
タ
ー
な
ど
を

搭
載
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

船
、
電
気
で
航
行
す
る
電
気

船
、
燃
料
を
従
来
の
重
油
か

ら
液
化
天
然
ガ
ス

Ｌ
Ｎ

Ｇ

に
切
り
替
え
た
船
舶
な

ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。

　
各
社
の
開
発
も
進
ん
で
い

る
。
三
菱
重
工
業
は
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
従
来
比
で
約

％

削
減
す
る
新
型
の
バ
ル
ク
キ

ャ
リ
ア

バ
ラ
積
み
貨
物
運

搬
船

を
開
発
し
た
。
空
気

を
船
底
に
送
り
、
泡
の
力
で

船
底
と
水
と
の
摩
擦
抵
抗
を

低
減
す
る
独
自
の
「
三
菱
空

気
潤
滑
シ
ス
テ
ム

Ｍ
Ａ
Ｌ

Ｓ

」
を
搭
載
。
高
効
率
な

船
型
、
推
進
性
能
改
善
装
置

な
ど
を
採
用
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
を
削
減
す
る
。
商
業
化

第
１
弾
と
し
て
米
穀
物
大
手

の
ア
ー
チ
ャ
ー
・
ダ
ニ
エ
ル

ズ
・
ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド

Ａ
Ｄ

Ｍ

向
け
に
建
造
す
る
穀
物

輸
送
船
３
隻
を
受
注
し
た
。

大
島
造
船
所

長
崎
県
西
海

市

と
連
係
し
、
三
菱
重
工

が
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
と
環
境

技
術
を
供
与

し
、
大
島
造
船

が
建
造
す
る
。

　
三
井
造
船
は

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

を

％
削
減
す

る
船
舶
を
開
発

中
で
、
第
一
弾

と
し
て
次
世
代

型
の
６
万
６
０

０
０
重
量

型

バ
ル
ク
キ
ャ
リ

ア
「
ｎ
ｅ
ｏ
　

Ｓ
ｕ
ｐ
ｒ
ａ
ｍ

ａ
ｘ
　

Ｂ

Ｃ
」
を
開
発
し

た
。
５
万
６
０

０
０
重
量

型

を
ベ
ー
ス
に
大

型
化
し
、
新
開

発
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
船
型
を
採

用
す
る
こ
と
で

燃
料
消
費
量
を

従
来
型
の
同
等

以
下
を
達
成
し

た
。
２
０
１
１

年
７
月
に
日
本

船
主
か
ら
２
隻

の
受
注
を
内
定
し
て
い
る
。

　
ま
た
燃
料
に
関
し
て
環
境

に
や
さ
し
い
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を
採
用

す
る
船
舶
の
検
討
も
進
ん
で

い
る
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
は
従
来

の
重
油
燃
料
と
比
べ
て
Ｃ
Ｏ

２
排
出
量
を
約

％
削
減
で

き
、
Ｎ
Ｏ
Ｘ
排
出
量
は
約

％
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
排
出
量
は
ほ
ぼ

１
０
０
％
削
減
が
可
能
。
次

世
代
の
ク
リ
ー
ン
燃
料
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
川
崎
重
工
業
は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
を

燃
料
と
す
る
９
０
０
０
個
積

み
コ
ン
テ
ナ
船
の
開
発
を
完

了
し
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
船
級
協

会

Ｄ
Ｎ
Ｖ

か
ら
設
計
基

本
承
認

Ａ
ｉ
Ｐ

を
取
得

し
た
。
北
米
や
欧
州
で
適
用

さ
れ
る
Ｎ
Ｏ
Ｘ
、
Ｓ
Ｏ
Ｘ
の

排
出
規
制
区
域
だ
け
で
な

く
、
太
平
洋
を
往
復
横
断
で

き
る
航
続
距
離
を
達
成
す
る

Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
タ
ン
ク
を
装
備

し
た
ほ
か
、
補
助
燃
料
と
し

て
重
油
も
利
用
で
き
る
二
元

燃
料
推
進
シ
ス
テ
ム
を
採
用

し
た
の
が
特
徴
だ
。

　
Ｌ
Ｎ
Ｇ
燃
料
船
は
欧
州
の

内
航
船
な
ど
で
先
行
し
て
利

用
が
始
ま
っ
て
い
る
が
、
今

後
外
航
船
へ
の
採
用
も
見
込

ま
れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｎ
Ｇ
の
供

給
体
制
な
ど
の
環
境
整
備
が

必
要
な
も
の
の
、
業
界
で
は

燃
料
が
石
炭
か
ら
石
油
に
変

わ
っ
た
時
と
同
様
の
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
り
そ
う
だ
。

　
ま
た
研
究
開
発
体
制
の
強

化
に
向
け
て
、
提
携
関
係
を

緊
密
に
す
る
動
き
も
あ
る
。

ア
イ
・
エ
イ
チ
・
ア
イ
マ
リ

ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

Ｉ
Ｈ
Ｉ

Ｍ
Ｕ
、
東
京
都
港
区

と
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
造
船

川
崎
市

幸
区

が

月
に
経
営
統
合

す
る
こ
と
を
決
め
た
背
景
に

も
、
次
世
代
を
見
据
え
て
開

発
力
を
強
化
し
た
い
狙
い
が

あ
る
。

　
両
社
と
も
エ
コ
シ
ッ
プ
の

開
発
を
進
め
て
い
る
。
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
造
船
は
温
室
効
果

ガ
ス

Ｇ
Ｈ
Ｇ

排
出
量
を

従
来
比

％
削
減
し
た

万

型
の
次
世
代
大
型
バ
ル
ク

キ
ャ
リ
ア
「
Ｇ
シ
リ
ー
ズ
」

の
受
注
活
動
を
始
め
て
い

る
。
設
計
部
門
や
技
術
研
究

所
な
ど
総
勢

人
以
上
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
、
船

体
性
能
の
向
上
や
低
燃
費
機

関
プ
ラ
ン
ト
の
搭
載
な
ど
に

よ
っ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｇ

％
削
減

の
ほ
か
、
燃
費
性
能
２
割
以

上
の
向
上
を
実
現
し
た
。

　
一
方
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ｕ
は
Ｇ

Ｈ
Ｇ
排
出
量
を
従
来
比
約

％
削
減
、
燃
費
も
約

％
削

減
し
た
「
ｅ
フ
ュ
ー
チ
ャ

ー
」
を
開
発
し
た
。
風
圧
抵

抗
の
低
減
や
推
進
効
率
の
向

上
を
実
現
す
る
。
加
え
て
太

陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
を
採
用
す

る
。
大
型
コ
ン
テ
ナ
船
や
大

型
タ
ン
カ
ー

Ｖ
Ｌ
Ｃ

Ｃ

、
ハ
ン
デ
ィ
マ
ッ
ク
ス

型
バ
ラ
積
み
船
の
３
船
種
で

概
念
設
計
を
完
了
し
て
い

る
。
両
社
が
統
合
す
る
こ
と

で
、
技
術
開
発
要
員
を
充
実

さ
せ
、得
意
と
す
る
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
技
術
を
強
力
に
す

る

三
島
慎
次
郎
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
造
船
社
長
方
針
だ
。

　
米
国
で
は

年
に
燃
費
規

制
が
、
現
規
制
の
約
２
倍
厳

し
く
な
る
。
日
産
が
Ｅ
Ｖ
と

並
行
し
て
Ｈ
Ｖ
や
Ｐ
Ｈ
Ｖ
を

投
入
す
る
の
は
「
ガ
ソ
リ
ン

エ
ン
ジ
ン
だ
け
で
達
成
す
る

の
も
全
て
Ｅ
Ｖ
に
す
る
の
も

難
し
く
、
相
当
数
が
Ｈ
Ｖ
化

す
る
」

志
賀
俊
之
日
産
最

高
執
行
責
任
者

と
み
る
た

め
だ
。
日
産
は
一
時
は
ト
ヨ

タ
か
ら
調
達
し
た
Ｈ
Ｖ
シ
ス

テ
ム
を
使
っ
て
い
た
が
、
独

自
シ
ス
テ
ム
を
後
輪
駆
動
車

用
で
実
用
化
し
た
。
前
輪
駆

動
車
向
け
の
開
発
も
ほ
ぼ
終

え
て
お
り
、

年
に
は
北
米

に
投
入
す
る
。

　
三
菱
自
は
、
レ
ン
ジ
エ
ク

ス
テ
ン
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
方

式
を
採
用
す
る
。
エ
ン
ジ
ン

を
走
行
用
で
は
な
く
発
電
用

に
使
う
方
式
で
、
米
ゼ
ネ
ラ

ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
や
ス
ズ
キ

が
採
用
し
て
い
る
。
た
だ
三

菱
自
の
方
式
は
、
エ
ン
ジ
ン

で
発
電
し
て
モ
ー
タ
ー
駆
動

を
走
行
に
使
う
シ
リ
ー
ズ
モ

ー
ド
以
外
に
、
高
速
域
で
は

モ
ー
タ
ー
で
ア
シ
ス
ト
し
な

が
ら
エ
ン
ジ
ン
で
走
る
パ
ラ

レ
ル
モ
ー
ド
を
含
め
た
３
方

式
を
走
行
状
況
に
応
じ
て
使

い
分
け
る
。

　

年
度
に
は
全
体
の
生
産

車
の
２
割
を
Ｅ
Ｖ
や
Ｐ
Ｈ
Ｖ

に
す
る
計
画
。
「
小
型
車
は

Ｅ
Ｖ
、
そ
の
上
は
Ｐ
Ｈ
Ｖ
で

い
く
」

益
子
修
社
長

方

針
だ
。

　
各
社
が
次
世
代
エ
コ
カ
ー

の
本
命
を
定
め
き
れ
な
い
の

は
、
環
境
規
制
が
各
地
域
で

異
な
り
、
消
費
者
の
好
み
が

ど
う
変
わ
る
か
が
読
み
切
れ

な
い
か
ら
だ
。
Ｈ
Ｖ
と
Ｐ
Ｈ

Ｖ
で
先
行
す
る
ト
ヨ
タ
と
ホ

ン
ダ
も

年
に
は
Ｅ
Ｖ
も
発

売
す
る
。
ト
ヨ
タ
は
小
型
車

「
ｉ
Ｑ
」
、
ホ
ン
ダ
は
「
フ

ィ
ッ
ト
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た

短
距
離
移
動
用
の
Ｅ
Ｖ
だ
。

「
未
来
の
ク
ル
マ
が
Ｅ
Ｖ
に

な
る
か
Ｐ
Ｈ
Ｖ
に
な
る
か
は

お
客
さ
ま
が
決
め
る
こ
と

だ
」
と
豊
田
章
男
ト
ヨ
タ
社

長
は
語
る
。

　
た
だ
、
Ｐ
Ｈ
Ｖ
も
Ｅ
Ｖ
も

普
及
に
向
け
た
課
題
は
電
池

と
充
電
イ
ン
フ
ラ
の
２
点
に

尽
き
る
。
既
存
の
電
池
は

「
コ
ス
ト
、
品
質
と
も
現
時

点
で
は
ど
こ
も
五
十
歩
百

歩
」

ト
ヨ
タ
幹
部

。
二

次
電
池
の
開
発
競
争
を
制
す

る
企
業
が
次
世
代
エ
コ
カ
ー

を
制
す
る
。

　
ト
ヨ
タ
は

年
１
月
に
次

世
代
二
次
電
池
開
発
の
専
門

部
署
を
設
置
し
た
。
１
０
０

人
体
制
で
他
の
研
究
機
関
な

ど
と
連
携
し
な
が
ら
研
究
を

推
進
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二

次
電
池
と
比
べ
て
エ
ネ
ル
ギ

ー
密
度
が
２
―
５
倍
高
い
全

固
定
電
池
や

倍
高
い
リ
チ

ウ
ム
空
気
電
池
の
研
究
を
進

め
て
い
る
。

　
コ
ス
ト
を
下
げ
る
た
め
、

量
販
効
果
を
追
求
す
る
動
き

も
急
だ
。
日
産
・
ル
ノ
ー
連

合
は

年
ま
で
に
年
間

万

台
分
の
電
池
の
生
産
能
力
を

整
備
す
る
計
画
。
ト
ヨ
タ
は

小
型
Ｈ
Ｖ
「
ア
ク
ア
」
の
増

販
効
果
も
あ
り
、

年
の
Ｈ

Ｖ
世
界
販
売
が
初
め
て
１
０

０
万
台
を
突
破
す
る
見
通

し
。
「
ニ
ッ
ケ
ル
水
素
電
池

の
コ
ス
ト
低
減
が
相
当
進

む
」

幹
部

。

―

年

頃
に
投
入
す
る
次
期
プ
リ
ウ

ス
で
は
Ｈ
Ｖ
シ
ス
テ
ム
の
コ

ス
ト
半
減
を
目
指
す
。

　
マ
ツ
ダ
や
ダ
イ
ハ
ツ
工

業
、
ス
ズ
キ
な
ど
は
ガ
ソ
リ

ン
エ
ン
ジ
ン
の
低
燃
費
化
技

術
を
磨
い
て
い
る
。
世
界
市

場
を
み
れ
ば
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン

ジ
ン
の
市
場
は
近
い
将
来
も

大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る

と
み
る
た
め
だ
。
Ｐ
Ｈ
Ｖ
や

Ｅ
Ｖ
な
ど
の
電
動
化
技
術
の

進
歩
は
め
ざ
ま
し
い
が
、
本

格
普
及
に
は
課
題
も
あ
り
、

各
社
と
も
ク
リ
ー
ン
デ
ィ
ー

ゼ
ル
や
燃
料
電
池
な
ど
一
通

り
の
技
術
を
そ
ろ
え
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

　
た
だ
、
全
方
位
の
環
境
技

術
開
発
を
単
独
で
す
べ
て
ま

か
な
う
の
は
不
可
能
に
近

い
。

年

月
に
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
二
次
電
池
の
共
同
研

究
と
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン

の
供
給
で
提
携
し
た
ト
ヨ
タ

と
独
Ｂ
Ｍ
Ｗ
な
ど
、
国
境
を

越
え
た
大
手
メ
ー
カ
ー
同
士

の
合
従
連
衡
が
加
速
す
る
公

算
が
大
き
い
。


